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●4月上旬から中旬にかけて二十四節気では「清明」と呼びます。春のうららかな日差しを受

け万物が明るく清らかにあることを示してくれる季節です。中国では清明にはいる日を「清

明節」と呼び人々が墓に参って先祖を祭り、野山に出かけて春の遊びをする民間の祭日です。

●またこの頃は種芋を植える時期でもあります。里芋や馬鈴薯などは春に植え付けを行うこ

とが多いので「芋を植う」も「清明節」と並んで春の季語です。ネットで春の畑を素直に表

現している句に出会いました。「清明節の朝しめりよし芋を植う」清明節の畑は朝の湿り気

がよい。さあ芋を植えよう。この気分は私が馬鈴薯を植えたときと全く同じでした。冬の間

の畑は霜柱が溶けて日中はぬかるんだ状態になりますが、春は日中の暖かさで穏やかになっ

た土の上を、夜の気温変化で空気中の湿り気が覆い、表面を緩やかに漂います。春の畑です。

●冬の間荒れたままだった畑を、耕して雑草を取り肥料を入れたのがお彼岸前に降った雨が

止んで晴れた穏やかな日、一週間経って馬鈴薯の種芋を植えたのも雨上がりの暖かな午前中

でした。なぜか畑仕事は少し湿気のある午前中がよいようです。そんな朝は畑仕事の気分に

なるから不思議です。自然の指し示すままに行動すればこのようになるのかも知れません。

●気ままに自由勝手に毎日を過しているつもりでも、実は自然の摂理の中で生かされている

と感じる瞬間がこんな時です。気ままはありのまま、自然のまま、自然の意志のまま、大い

なる宇宙の意志のまま、仏のはからいのまま、と思えばこの上ない安らぎの時です。

●ただ黄砂や花粉が飛ぶ春の日は外に出たくないものです。雨が降る、雪が降る、真夏の太

陽の下などは畑仕事は無理です。自然の摂理のままに生きているのか自分に都合良く自然の

摂理と言っているのかどちらでしょう。そう思う日々も人の摂理のままなのかもしれません。
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狂言綺語…ふるいにかける
網目をどんなに細かくしようが、ざるはざるです。そこに水を注げば必ず水はざるの下にしたたり落ちま

す。網目を細かくすれば固形物はざるに残り、下に落ちる水は混じり気のない液体に近くなるでしょう。た
だどうやっても水がざるの下に落ちることは避けられません。なぜならざるの定義は「食品や食器などの水
気を切るのに用いる線状のものを編んだ構造もしくは底部に穴が開けられた構造になっている容器」だから
です。だからざるに水を注ぐ行為は何処まで行っても水漏れを容認する行為です。水漏れを絶対起こしては
ならないならば、ざるに替えてガラスや陶器などの網目のない器を用いなければならないことは明らかです。
ざる法と呼ばれる法律はしばしば改定しようとする試みがなされます。しかし改定の試みはざるの網目を

小さくする試みだけで、違う容器に取り替えることではないようです。ざるといわれたものをどう改良しよ
うともざるはざるです。ざるは抜け穴があることが前提ですから、抜け穴を抜けることのできた不正行為は、
法律で罰することはできません。ざる法は法律違反にはならないものの、不正行為は容認するということで
す。「ざる法」は法律用語ではなく俗語です。法律違反にならなければ法的には正当行為と言えますが、俗
語は社会常識や大衆の生活実感から生まれる言葉です。だから大衆感覚から見てそれは不正だと思われても、
法律違反にならない法律を「ざる法」と呼んで大衆は異を唱えているのです。日本のざる法の筆頭は政治資
金規正法であることは衆目の一致するところでしょう。現在の改定論議の帰趨が、ざる(抜け穴）を容認する
か、絶対に抜け穴のない容器に入れ替えるか、私たちの社会常識、大衆倫理が問われることになるでしょう。
ざるとふるいは用途の違いや形状などで別物に分類されていますが、両者とも本質的にはあるものとある

ものを選別するために用いられる道具です。選別することは排除もするということ。「ふるいにかける」の
言葉が示すように、ある基準によって、多くの人や物を選び分けて、その基準に適さないものを排除するこ
とになるからです。典型的な選別方法は物質ではフィルターなど、人ならば入学試験等の試験です。他にも
カードや保険の加入、融資を受けるときの審査もあります。病院の入口にはマスクの着用と体温測定の入場
審査があります。空港の保安検査も、何らかの団体や施設への参加も、形は違えども選別審査（ふるい)が存
在します。私たちの日々の生活では常にふるいによって、選別排除が行われているのです。選別排除の基準
が数値化や可視化されていれば誰もが受け入れざるを得ないはずですが、ざる法という俗語が存在するよう
に、言葉だけの基準ではすべての人がそれを受け入れるとは限りません。言葉が信頼されるのは行動の裏付
けがあればこそです。ふるいにかけられた私たちがふるいの存在意義を認めることができるのは、ふるいを
かける人の言葉に基準を実証する行為が伴っていたときです。行為なき言葉はでまかせの言葉です。ふるい
にかけられることが大半である私たち大衆が信じるべきことは、言葉ではなく行為が示す事実なのです。
宗教にもふるいはあります。「善人なおもって往生を遂ぐいわんや悪人をや」という有名な親鸞の言葉が

あります。「善人ですら現世を去って仏の浄土に生まれることができる、ましてや悪人はなおさらである」
ということです。この言葉は一見すると全ての衆生は仏(悟り）の世界に生まれ変わることができると読め
ます。実際、高校の歴史資料でこの部分を読んだとき、何と慈悲深い大らかな考えだろうと思ったのですが、
その有資格者は他力本願、阿弥陀仏に帰依したものだけだと知ったとき、逆に宗教の閉鎖性排他性を感じて、
以後、12年前に出家するまで無神論・無宗教で過してきました。また法華経にも「如是諸人等皆已成仏道」
との言葉があります。「仏の言葉を信受し善行を行う者はすでに成仏した者である」と言うことです。ここ
で言う仏の言葉とは法華経の教えのことです。他宗教でも同じでしょう。神や仏が私たちを救済してくれる
のはそれぞれの神や仏の言葉を信受した者だけなのです。すべての人に普く神の恩寵や仏の慈悲が与えられ
るのではなく、言葉（教え）のふるいにかけられ網目からこぼれ落ちなかったものだけがその恩恵にあずか
れるという論理です。この論理に従えば神や仏の名の下に平等や自由や正義が与えられる者は言葉の網目か
らこぼれ落ちなかった者だけになります。この言葉（教義）は宗教・宗派の数だけ存在するわけですから、
それぞれの神や仏の名の下にある行為は宥和より対立、反目の方向へ向かうことは必然なわけです。
宗教からふるいを取り払えば、特定の神も仏も存在し得なくなります。そうなれば宗教は互いを理解し合

い尊重し合うことができるようになるでしょうか。しかしそれは無宗教と呼ぶことになるのでしょうか。宗
教の一義的な存在価値は個人の救済です。救済の内容は宗教宗派によって異なるものの、個人より先に集団
の救済があるわけではありません。個人の救済の願いの総体が教団を形作っているのです。ならば宗教のふ
るいは、その教えを信受する自分自身がふるいの網の目を計りふるうべきものです。私が信受する言葉は私
のものです。あなたが信受する言葉はあなたのものです。それは各々の信のふるいにかけられて残った言葉
（教え）です。社会のふるいは自分でふるうことはできませんが、信仰のふるいは自分自身で持つことがで
きるのです。自分自身のふるいにかけられて残った言葉（教え）が私の「信」です。そしてその「信」のま
まに日々を生きることが私の「行」です。それが私の宗教であり信仰です。わたしのふるったふるいは法華
経の言葉そして日蓮聖人の信行に非常に親和性があったからこそ、わたしは日蓮宗の僧侶であるのです。し
かしわたしは日蓮聖人のレプリカでもありませんし、日蓮宗に帰依する人々の同質同類でもありません。
「信」を教団教派のものから自分自身のものに取り返すために、私たちは「信」のふるいを自らふるわなけ
ればならないのです。その時、あなただけの大いなるもの（神や仏）としっかり向き合い対話することがで
きるようになるはずです。それが「信」に帰依し「行」を歩むことだと考えます。


